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そう思う 等 だいたいそう思う 等 あまりそう思わない 等 思わない 等

グラフの見方

 

令和４年度 学校評価アンケートの分析と考察 
愛西市立佐屋中学校 

 

 

 

 

 

 
１ ○保佐屋中学校は、お子さんを「通わせたい」と思える学校になっていると思いますか。 

  ○生佐屋中学校は、「通いたい」と思える学校になっていると思いますか。 

  ○職佐屋中学校は、「通わせたい」「通いたい」と思える学校になっていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ 「学校が大好き、部活が大好き、毎日嫌がら

ず、楽しく登校する姿が見られる」「先生方が元

気で一体感があるので、子どもたちにも良い循

環を起こしている」などの意見があり、教育活

動や学校の雰囲気について評価を得ている。 

▲ 「子どもたちが自信を持てるよう、背中を押

してくれる声かけをお願いしたい」「先生に対

する望ましくない態度や暴言などがある」との

意見があり、丁寧な支援・指導が必要である。 

・ 誰もが安心・安全に過ごせる教育環境の提供、

生徒一人一人への丁寧な指導・支援の充実と徹

底にさらに努め、地域や保護者から信頼される

学校づくりを進めます。 

・ 学校生活のあらゆる場面が、生徒を成長させ

る機会であると捉え、毅然たる指導、丁寧で粘

り強い指導・支援を進めます。特に、指導後の

声かけなどのフォローを大切にします。 

 

２ ○保○生学校からの各種通信、ＨＰ、メール等で情報提供は役に立っていると思いますか。 

   ○職学校から家庭への連絡、各種通信、ＨＰ、メール等での情報発信は役に立っていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ 「いろいろな連絡は、メールを通して伝わっ

ているので、良い方法だと思う」「子どもがプリ

ントを提出しないので、メールでのお知らせは

とても助かっている」などのご意見があり、評

価を得ている。 

▲ 「子どもから聞いて分かる」「他の親に聞いて

分かることがある」との意見があり、さらに丁

寧な情報提供や発信を行う必要がある。 

・ 今後も、学校ホームページの更新や各種通信

の定期的な発行を通して、タイムリーな情報発

信を行います。 

・ メール配信を利用した情報発信により、保護

者への周知をより一層図るとともに、利便性の

向上に努めます。 

 

３ ○保学校は、子どもたちの成長につながる教育活動に学校全体で取り組んでいると思いますか。 

○生先生たちは、協力して生徒の成長のために取り組んでいると思いますか。 

○職学校は、子どもたちの成長につながる教育活動に学校全体で取り組んでいると思いますか。 
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アンケート実施時期  
令和４年１２月１２日（月）～１２月２１日（水） 
アンケート対象・回答率 
保護者９０％  生徒８９％  教職員１００％ 
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○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ 「学校全体でいろいろな体験やボランティア

活動ができ、成長できたとうれしく思ってい

る」「厳しい指導は、子どもたちの将来に役立つ

と思う」などの意見があり、教育活動について

評価を得ている。 

▲ 「授業参観が少なく、教育活動の様子がわか

らない」との意見があり、直接、学校の様子を

ご覧いただく機会の確保が必要である。 

・ 学校での様々な教育活動を通して、生徒の成

長を促すとともに、生徒の主体的な活動を展開

できるように工夫・改善に努めます。 

・ 学校公開日などの参観機会を確保し、生徒が

活動する姿を見ていただけるように努めてい

きます。 

 

４ ○保お子さんは、主体的に家庭学習に取り組んでいると思いますか。 

○生あなたは、主体的に家庭学習に取り組んでいると思いますか。 

○職自分は（本校では）、生徒が主体的に家庭学習に取り組めるような手立てを講じていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

▲ 学校からの課題には、おおむね取り組むこと

ができているが、主体的な学びとはなっていな

い。 

・ 家庭で自主的・継続的に学習に取り組むこと

ができるよう、タブレット端末の利用促進とと

もに、生徒の負担過多とならないような学習計

画にも努めます。 
 

５ ○保授業では、生徒が考えたり、意見を交わしたりする活動を大切にしていると思いますか。 

○生先生たちは、授業の中で考えたり、意見を交わしたりする活動を大切にしていると思いますか。 

○職自分は（本校では）、「主体的・対話的で深い学び」を意識し、生徒同士の対話を広げられるような授業づくりに努めていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ 「仲間と一緒に活動することは、とてもよい

と思う」などの意見があり、各教科の学習にお

いて協働したり、対話を多くしたりする活動が

定着している。 

▲ 「子どもの考えることには大きな可能性や種

が詰まっているので、芽を摘まないように見守

ってほしい」との意見があり、子どもたちの豊

かな発想や思いを引き出せるような教師の指

導力向上が必要である。 

・ 各教科の授業において、生徒によるアウトプ

ット（学習したことを表現する）の機会を積極

的に取り入れた授業づくりや、生徒の多様な考

えや意見を引き出し、深められるような指導や

支援に努めます。 

・ 「個別最適な学び」と「協働的な学び」を充

実させ、「主体的・対話的で深い学び」に向けた

授業改善を行い、生徒の学習意欲を引き出し、

確かな学力の定着に努めます。 
 

６ ○生道徳の授業では、問題や課題について、自分の意見を発表したり、仲間と対話したりする機会があると思いますか。 

○職自分は（本校では）、「考え、議論する道徳」を意識した授業づくりができていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ 「特別の教科 道徳」となって５年目、生徒は、

他者の考え方から学び、多角的・多面的な視点

から課題に向き合うことができている。 

▲ 「班で話す時間を設けてほしい」との意見が

あり、全教師の授業力向上が必要である。 

・ 授業では、ねらいにせまる手立てや進め方を

工夫するとともに、生徒の考えを引き出した

り、自分事として考えることができたりするよ

う、多角的・多面的な見方や考え方に触れさせ

るように努めます。 

・ 教師の研修の機会を計画的に設定します。 

14.0%

35.5%

23.6%

55.8%

41.8%

35.3%

25.6%

18.5%

31.3%

4.7%

4.1%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員

生徒

保護者

20.9%

62.1%

22.0%

67.4%

34.4%

51.9%

9.3%

2.8%

23.3%

2.3%

0.7%

2.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員

生徒

保護者

16.3%

54.5%

62.8%

41.4%

20.9%

3.3%

0.0%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

職員

生徒



学校評価 3 

７ ○保授業では、タブレット端末やＩＣＴ機器を取り入れた活動が増えていると思いますか。 

  ○生授業では、タブレット端末やＩＣＴ機器を取り入れることにより、理解しやすくなっていると思いますか。 

  ○教授業では、タブレット端末やＩＣＴ機器を積極的に取り入れ、学習成果を高める工夫をしていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ 調べ学習や学習支援アプリを使用しての意

見集約など、活用の幅が広がり、生徒による主

体的な学習活動が定着している。 

▲ タブレット端末を授業以外でも活用できる

ようにすることが必要である。 

・ 各教科で、タブレット端末を利用した学習活

動が定着してきたが、さらに教育効果を高める

ために活用方法や活用場面を工夫します。 

・ タブレット端末を家庭へ持ち帰る機会を増や

し、家庭での利用推進を図るとともに、生徒へ

適正な利用についての指導を継続的に行いま

す。 
 

８ ○保お子さんは、学校の行事を楽しんだり、意欲的に参加したりしていると思いますか。 

  ○生あなたは、学校の行事に意欲的に参加していると思いますか。 

  ○教学校の行事は、生徒が主体的・意欲的に活動することができるよう企画して（されて）いると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ 「アイデアに富んだ行事を楽しみにしてい

る」「いつも盛り上がってよいと思う」などの意

見があり、保護者のご理解に感謝しておりま

す。 

▲ 授業時間の確保に向けて、行事全般の見直し

が必要である。 

・ ねらいを明確にし、準備・後片付けも工夫し

て、生徒の意見を取り入れた有意義な行事を計

画・実施していきます。 

・ 生徒が活躍できる場づくりと保護者にお子様

の成長を実感していただける機会になるよう

努めます。 
 

９ ○保お子さんは、失敗を恐れず挑戦しようとする気持ちが出てきていると思いますか。 

  ○生あなたは、失敗を恐れず挑戦しようとしたことがありますか。 

  ○教学校は、生徒が失敗を恐れず挑戦できる環境づくりに努めていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ 学校生活において“失敗しても大丈夫”とい

う意識が定着し、積極的に活動したり、新しい

取組を考えたりする生徒が多くなった。 

▲ 「やってみたいけど、失敗したら怖い」、取り

組む前から「無理」と考える生徒が、まだまだ

いる。 

・ 失敗したとき、うまくいかなかったときこそ

が成長や学びの機会であると捉え、生徒による

主体的な活動を後押しできる教育環境づくり

を引き続き行います。 

・ 生徒一人一人に目を向け、声をかけるなどの

支援を丁寧に行い、自己成長につなげられるよ

うな指導を継続します。 
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１０ ○保お子さんは、挨拶や返事など基本的な生活習慣が身に付いていると思いますか。 

   ○生あなた（自分）は、挨拶や返事などがしっかりできていると思いますか。 

   ○教挨拶や返事などが、しっかりできる生徒が増えてきたと思いますか。 

 
 

１１ ○保学校は、いじめアンケートや教育相談活動などを丁寧に行っていると思いますか。 

   ○生先生は、悩みや相談などを丁寧に聞いていると思いますか。 

   ○教自分は（本校では）、生徒の悩みや相談などを丁寧に聞いたり、誠実に対応したりしていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ 計画的なアンケートや教育相談により、生徒

の悩みや相談内容をタイムリーに把握し、早期

解決につながることが増えている。 

▲ 生徒のアンケートや相談の機会は確保され

てきたが、保護者の話を聞く機会がまだ少ない

ように感じる。 

・ 全ての職員で全ての生徒に目を向け、学校全

校としての生徒支援や個別対応を進めていき

ます。 

・ 保護者の声を聞くことができるよう、授業参

観、三者懇談、部活動懇談以外でも、相談しや

すい雰囲気づくりに努めます。 
 

 

１２ ○保学校は、問題の未然防止や早期解決・解消のために迅速な対応をしていると思いますか。 

   ○生先生は、困ったとき、嫌なことがあったときなど、すぐに対応していると思いますか。 

   ○教学校は、問題の未然防止や早期解決・解消のために迅速な対応をしていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ 「先生方が親身になって子どもたちに対応し

てくれている」「生活態度や子どもたちの様子

をしっかりと見てくれている」など、評価を得

ている。  

▲ 「問題発生時に、職員同士で共有や相談・報

告はできているのか」「指導の中で教師の口調

が強くなり過ぎるところがある」との意見があ

り、信頼される教職員であり続ける自覚が必要

である。 

・ 校内での情報共有を確実に行うとともに、指

導方法の改善や生徒への丁寧な対応（態度や言

葉遣い等）をより一層徹底していきます。 

・ 家庭との連携を大切にし、協働して子どもの

健全育成を図ることができるよう努めます。 

・ スクールカウンセラーの活用や専門機関との

連携を強化し、生徒のみならず保護者の不安解

消に努めます。 

 

１３ ○保お子さんは、約束やきまりを意識した生活をしていると思いますか。 

   ○生あなたは、約束やきまりを意識して生活をしていると思いますか。 

   ○教生徒は、約束やきまりを意識した生活をしていると思いますか。 
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１４ ○保お子さんは、まわりの人を大切にして生活をしていると思いますか。 

   ○生あなたは、まわりの人を大切にして生活をしていると思いますか。 

   ○教生徒は、まわりの人を大切にして生活していると思いますか。 

 
 

１５ ○保○生学校の施設は、安心・安全に過ごすことができる環境になっていると思いますか。 

    ○教学校施設は、生徒が安心して過ごすことができる環境になっていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

▲ 特別教室へのエアコンの追加設置やトイレの

洋式化、学校施設の老朽化など、環境改善に伴

う改修については、毎年のように意見をいただ

き、その都度、市当局へ要望し続けているが、

順次の改修となっている。 

・ 引き続き、生徒の安全対策と教育環境の充実

を重点とした整備・修繕を進め、市当局へも施

設改修についての要望を行っていきます。 

・ 自分たちでできる生活環境整備などは、ＰＴ

Ａや協力企業等と連携し取り組んでいきます。 
 

１６ ○保お子さんは、登下校の際、交通ルールや交通マナーを守っていると思いますか。 

  ○生あなたは、登下校の際、交通ルールや交通マナーを守っていると思いますか。 

  ○教生徒は、登下校の際、交通ルールや交通マナーを守っていると思いますか。 

 
○成果と▲課題 学校としての改善策 

▲ 生徒の自転車マナーや登下校時の状況につ

いて、地域から心配な声をいただいている。 

▲ 「通学路と自転車通学規定を見直してほし

い」「横断歩道や信号機の増設、自転車専用道路

の設置してほしい」などの要望があり、関係機

関との調整が必要である。 

・ 職員による交通指導を継続するとともに、交

通安全教室などの機会を活用し、交通安全意識

の啓発と事故防止に継続して取り組みます。 

・ 生徒の安全確保に向け、実態把握と対応策の

検討、必要に応じて市当局や警察などと連携し

た指導や要望を行います。 
 

１７ ○保佐屋中学校がＳＤＧｓに取り組んでいることを知っていますか。 

 
 

  ○生あなたは、ＳＤＧｓに関する学習を通して、自分で何かできることに取り組んでいますか。 

 
 

○教自分は（本校では）ＳＤＧｓの意義を理解し、指導に生かすことができていると思いますか。 
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○成果と▲課題 学校としての改善策 

○ ＳＤＧｓ学習を通して、「様々な出来事を他

人事ではなく、自分事として捉える」ことがで

きる生徒が増えてきている。 

▲ 年間の指導計画への位置付けを行い、教育活

動とのバランスが取れた実施を目指すことが

必要である。 

・ 各教科の指導や行事等では、ＥＳＤ（持続可

能な開発のための教育）の視点とＳＤＧｓを関

連させ、環境問題や差別、人権問題に取り組み、

持続可能な社会づくりに関わる教育活動を計

画的に推進します。 

・ 保護者にＳＤＧｓに関連する取組の啓発を行

うとともに、理解を図るように努めます。 
 

 

ー ご意見に対する回答 ー 
すべてのご意見を掲載することはできませんでしたが、すべてのご意見を生徒にとってよりよい

形に変えて取り組んでまいります。 
 

Ｑ.1 基礎学力の定着や生徒の実態に応じた適切な学習指導と授業時間数を確保してほしい。 
Ａ 学習指導要領や中央教育審議会などで示される今日の教育キーワードである「個別最適な学び」

「協働的な学び」「主体的・対話的で深い学び」「令和の日本型教育」を実現するために必要な指導

が行えるように職員研修や授業実践に取り組みます。また、行事の内容や実施期間の見直しによる

厳選、定期テストや学力検査の結果を踏まえた学習指導の充実と授業時間数の確保を行っていきま

す。 
 

Ｑ.2 校則を見直してほしい。 
Ａ 昨年度より、生徒会や学年企画委員が中心となって、校則について考える活動が進められていま

す。昨年１０月の学校祭では、高等学校や企業に向けて実施したアンケート調査の結果が報告され

ました。今後は、地域の方々や生徒・保護者を対象とした調査活動などを工夫して行い、引き続き

学校全体で考えていく予定です。 

校則は、皆が気持ちよく過ごすことや公共の場を意識して作られています。本校では、「未来箱」

に寄せられた生徒の意見から見直された校則もあります。 
 

Ｑ.3 トイレの洋式化や特別教室にエアコンを増設してほしい。 
Ａ 昨年度、市により南館の西トイレを全面改修していただきましたが、全てのトイレが一度に整備

されることは難しいのが現状です。未改修のトイレについては、市当局へ継続して改修要望を行っ

ていきます。また、特別教室へのエアコン増設についても、同様に市当局へ継続して設置要望を行

っていきます。 

現状では、トイレを含めた既存の施設や設備をきれいに保つために、ＰＴＡや協力企業等と連携

して環境整備活動を進めています。今後も、多くの生徒や保護者のご協力をお願いします。 
 

Ｑ.4 部活動の時間が短くなったため、運動時間全体が減り、体力低下が心配である。 

Ａ スポーツ庁と文化庁が進める「部活動の地域移行」の動きと関連し、今後は、改革推進期である

来年度から令和８年度までの間に学校での部活動がさらに変化することが予想されます。市教育委

員会や関係団体等と連携しながら、学校内外で生徒が活動する場の確保に努めていきます。 

また、個々の目標に応じて、地域のスポーツ団体や文化団体、習い事に参加したり、将来に向け

て資格を取得したりするなど、学校以外の地域で活動することも応援していきます。 
 

Ｑ.5 毎日、学校へ持っていく荷物（教材等）が多く、重たくて身体への影響が心配である。 
Ａ 本校では、令和元年度の“置き勉(OKB)プロジェクト”で、教科書等を学校へ置いていってよいと

いうルールを生徒たちが考えました。何を置いていくかは自分で判断をしていますが、心配な場合

は、お子様に持ち帰りの状況を確認して担任にご相談ください。また、保護者負担の軽減を図るた

め、教材等を厳選します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学校評価の意見欄には、励ましや感謝の言葉も数多くいただきました。また、生徒からは、改善案も書

かれており、よりよい学校にしていきたいという思いが伝わってきました。 

今後も「失敗しても大丈夫」を合言葉に、「通いたい・通わせたい」学校づくりに努めていきます。 
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